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社会のリスクの、クスリとなる学問。

　それは、この社会のはらむ、望ましくないさまざまな可能性のこと。大規模な都市災害や、交

通事故の危険性。インフルエンザや地球環境問題。インターネットからの個人情報流出など。現

代社会は、つねに潜在的な危険と隣り合わせです。

　しかし、リスクを予測し、定量的に把握し、制御・低減させることは可能です。私たちの学問

はいわば、社会の健康状態を読み取り、病気の兆候を察知し、予防と治療のための薬をつくる役

割を担っているのです。医師や病院の存在が、私たちの健康を見守ってくれるように。リスクの

研究は、健やかで安全な社会をつくることにつながっています。

　筑波大学大学院システム情報工学研究科リスク工学専攻では、学部卒業生あるいは社会人、留

学生に広く門戸を開き、リスクの世界を学んで社会に貢献できる高度専門職業人の育成と最先端

科学技術の先導的研究を目指しています。また、理論・応用研究の成果を社会の「安全・安心」

構築に貢献できる研究教育体制を具備し、先端科学技術を創出するリーダーシップを発揮できる

若手研究者の恒常的輩出と、世界的視野に立ったリスク工学研究の先導的役割を担うことを目的

としています。

　現代社会におけるリスク発生とその解決をめぐる多種多様な問題の中で、リスク工学専攻では、

とりわけ右の４分野に焦点を当てた教育・研究を行っています。

http://www.risk.tsukuba.ac.jp/

An Academic Medicine for Society's Risks

   There are many possible threats or undesirable circumstances for society. For example, there 
is the danger of large-scale urban disasters and traffic accidents, influenza and environmental 
problems, and leakage of personal information from the Internet. Today’ s society is fraught 
with latent dangers.
   However, it is possible to estimate risk and understand it quantitatively to control and 
ameliorate it. We in academia are charged with reading the health of society, identifying 
symptoms of illness, and creating “medicine” that will treat and prevent them. Doctors and 
hospitals are supposed to look after our health. Risk research helps to make society safer and 
more wholesome.
   The Risk Engineering Department of the Graduate School of Systems Information 
Engineering, the University of Tsukuba opens its doors wide to graduates, working members of 
society and foreign students in an effort to encourage cutting-edge research in advanced 
science and technology and to nurture highly trained workers who will be able to contribute to 
society through their study of the world of risk. In addition, the results of theoretical and 
applied research are applied to a research education system that can help to make society 
safer and more secure. The Department also strives to continuously produce young 
researchers who can provide leadership for creating cutting-edge science and technology and 
who can take charge of risk engineering research with a global perspective.
   Against a backdrop of the occurrence of risk in today’s society and the various multi-faceted 
problems it entails, majors in risk engineering are engaged in education and research, with 
special focus on the four fields to the right.

Graduate School of Systems and Information Engineering, University of Tsukuba

Department of
Risk Engineering

Risk… When you hear that word, what sort of impression do you get?

Total Risk Management
This field is concerned with 
learning about mathematical 
and information methods that 
are necessary for discovering, 
predicting and evaluating risk.

Cyber Risk
In this field, research is being 
conducted on this new type of 
risk that has been rapidly 
expanding with the 
popularization of the Internet.

Urban Risk
This field addresses the 
management and policies for 
dealing with urban types of risks 
such as earthquakes, floods, 
traffic accidents and crime.

Environmental and Energy 
System Risk
This field deals with enormous 
technical risks such as energy 
technology, with consideration 
for the sustainability of society 
and the world.
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システム安全性：ヒューマンマシンの信頼と協調、不確実状況での認知・推論・決定、リスクの認知と受容。

人間・機械共生系：リスク環境下での人と知能機械の協調、アダプティブ・オートメーション、リスク認知、

ヒューマン・マシン・システムの信頼性・安全性、不確実情報のもとでの推論と意思決定。

多次元データ解析、統計科学：類似度の潜在構造モデルに基づくクラスタリング、ファジィクラスタリング、

多相・多元データ理論。

不確実システムのリスクに対する解析手法の開発：ファジィ理論とその応用、パターン識別、ファジィ写像

による不確実システムモデルと関数解析学的手法によるリスク解析。 

ソフトコンピューティングとその応用：様相論理とラフ集合の応用、マルチ集合、ファジィパターン分類、

メタ戦略の応用、情報検索モデル。

学習、 適応情報処理：学習や適応を用いたフレキシブルな情報処理方式、信号や画像の符号化、検索、

修復への応用。

社会シミュレーション、進化計算、エージェント技術、データマイニング、技能伝承支援、推薦システム。

認知システム工学：人と機械の協働のための情報環境、状況理解と対応策定の支援、空間認知とナビゲー

ション支援、メンタルモデル・知識の獲得支援と学習法。

伊藤　　誠
稲垣　敏之

イリチュ 美佳

遠藤　靖典

宮本　定明

亀山　啓輔

倉橋　節也
古川　　宏

トータルリスクマネジメント分野

情報セキュリティ：暗号・認証、不正アクセス対策、ソフトウェア・コンテンツ保護、および情報セキュリティ

対策インフラの構築・整備。

データベース、情報検索、人間工学、認知科学、自然言語処理、アルゴリズム、ソフトウェア工学。

インターネット計測、インターネット応用、機械学習、データマイニング、人工知能。

現代情報理論と新世代情報通信システム：超函数をベースとしたフルーエンシ情報理論とそれに基づく高

精細・高圧縮なマルチメディアコーディング方式、インターネットセキュリティ技術、省エネ向け新世代ネッ

トワークアーキテクチャの設計と評価。

情報セキュリティ：公開鍵暗号設計、暗号プロトコル、プライバシ保護、および情報システムのための安

全性向上技術

情報セキュリティ：楕円曲線暗号、ペアリング暗号などの公開鍵暗号方式

岡本　栄司

津田　和彦
吉田　健一
片岸　一起

西出　隆志

金山　直樹

サイバーリスク分野

都市防災計画に関する数理化と災害脆弱性評価。

立地分析、計画リスク、リスク管理型都市公共サービス：立地・輸送におけるリスク分析、都市インフラ

ストラクチャーの維持管理、防災・防犯・救急医療システム評価、都市成長と計画における不確実性。

都市交通計画における態度・行動変容研究、モビリティ・マネジメント、リスクコミュニケーション。

都市・地域の低頻度リスク対策：住民避難、災害時情報伝達、施設周辺地域の原子力災害対策、災害リ

スク認知。

土地利用計画、都市計画史、都市再生、都市防災計画、都市復興計画

糸井川　栄一
鈴木　　勉 

谷口　綾子
梅本　通孝

太田　尚孝

都市リスク分野

技術評価、ライフサイクル評価、エネルギーリスク分析：エネルギー問題を中心にした資源、環境、経済、

技術の総合的システム分析。

生体医療工学、生体環境工学、生体医療リスク解析、応用複雑系現象工学。

災害リスクに対する社会基盤ネットワークのシステム信頼性評価とマネジメント。

自然環境中の汚染物質の移行予測。汚染サイトのレメディエーション・吸着・分子シミュレーション。

新エネルギーシステム：新エネルギーデバイス（太陽電池・燃料電池・キャパシタ）を用いたエネルギー

システム評価とライフサイクル・リスク分析。

内山　洋司

金野　秀敏
庄司　　学 
羽田野　祐子
岡島　敬一

環境・エネルギーリスク分野
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